
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２０１０年 
（平成 22 年） 

９月１日 
 

念
仏
の
こ
こ
ろ
に
生
き
る
生
活
を 

浄 土 真 宗 本 願 寺 派 

高 岡 教 区  五 位 組 

「
五
位
組
だ
よ
り
」
発
行
ご
挨
拶 

 
 
 

高
岡
教
区
五
位
組 

組
長 

織
田
隆
夫 

 

門
信
徒
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
宗
門
の
護
持
、
発
展
に
ご
尽
力
頂
き
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。 

こ
の
度
、
五
位
組
に
お
き
ま
し
て
「
五
位
組
だ
よ
り
」
の
発
行
を
致
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

発
行
に
当
っ
て
は
五
位
組
門
徒
推
進
員
の
皆
様
に
多
大
な
る
ご
尽
力
を
頂
い
た
こ
と
衷
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

「
五
位
組
」
と
は
、
門
信
徒
の
皆
様
に
は
聞
き
な
れ
な
い
名
前
で
は
あ
り
ま
す
が
、
浄
土
真
宗

本
願
寺
派
で
は
、
全
国
一
万
三
百
の
寺
院
を
、
三
十
一
の
「
教
区
」（
都
道
府
県
に
相
当
）、
五
百

三
十
三
の
「
組
」（
市
町
村
に
相
当
）
に
分
け
て
運
営
を
し
て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
は
そ
の
中
の

「
高
岡
教
区
・
五
位
組
」
に
属
し
、
こ
の
「
五
位
組
だ
よ
り
」
の
発
行
を
企
画
い
た
し
ま
し
た
。 

 

今
、
私
た
ち
の
生
活
の
中
で
浄
土
真
宗
の
教
学
は
、
得
て
し
て
大
変
難
し
い
と
捉
え
ら
れ
が
ち

で
す
。
そ
れ
は
人
間
の
欲
望
や
願
望
に
応
え
よ
う
と
す
る
教
え
で
は
無
い
か
ら
に
ほ
か
な
り
ま
せ

ん
。 

 

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
私
た
ち
が
お
念
仏
に
出
会
っ
て
い
た
場
所
は
い
つ
も
家
庭
や
在
所
や
お

寺
な
ど
身
近
な
人
々
の
中
に
あ
っ
て
、
な
に
げ
な
い
日
々
の
生
活
の
中
で
あ
っ
た
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。
そ
れ
は
、「
お
互
い
に
支
え
あ
う
関
係
」「
念
仏
を
伝
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
」
が
あ
っ
た

か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
最
近
は
な
か
な
か
日
々
の
生
活
の
中
で
自
然
に
み
教
え

が
伝
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

ご
門
主
は
、
ご
消
息
の
中
で
、「
人
々
の
悩
み
や
思
い
を
受
け
止
め
共
有
す
る
広
い
心
を
養
い
、

お
互
い
に
支
え
あ
う
組
織
を
育
て
、
み
教
え
を
伝
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。」
と
お
示
し
頂
き
、

そ
の
基
本
的
な
環
境
の
大
切
さ
を
我
々
に
問
い
か
け
ら
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。 

 

こ
の
「
五
位
組
だ
よ
り
」
発
行
が
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
絆
を
作
り
上
げ
る
も
の
か
は
り
ま
せ
ん
。 

し
か
し
、
同
じ
地
域
に
生
活
し
、
同
じ
親
鸞
聖
人
の
み
教
え
に
出
会
っ
た
仲
間
が
、
今
一
度
自
分

た
ち
の
絆
は
何
で
あ
っ
た
か
を
確
か
め
合
い
、
仏
法
に
触
れ
合
う
機
縁
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

合
掌 

 
 

１        2010年（平成 22年）9月１日 五位組だより         第１号 

平成 22 年 4 月 11 日  宗祖讃仰作法 (音楽法要) 石堤 長光寺 

五位組 親鸞聖人七百五十回 大遠忌 お待ち受け法要 勤修 

題字・織田隆夫  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          2010年（平成 22年）9月１日 五位組だより         第１号        ２   

２ 

親鸞聖人７５０回大遠忌 お待ち受け法要 勤修 

 

去
る
四
月
十
一
日(

日)

、
石
堤
の

長
光
寺
に
て
「
五
位
組 

親
鸞
聖
人

七
百
五
十
回 

大
遠
忌 

お
待
ち

受
け
法
要
」
が
勤
ま
っ
た
。
当
日
は

小
雨
の
降
る
寒
い
日
と
な
っ
た
が
、

総
勢
七
百
五
十
名
の
参
加
が
あ
り
、

盛
大
に
勤
ま
っ
た
。 

法
要
は
、
「
宗
祖
讃
迎
作
法 

音

楽
法
要
」
を
お
勤
め
し
、
四
十
人
の

コ
ー
ラ
ス
部
や
門
信
徒
と
共
に
正

信
偈
を
高
ら
か
に
お
つ
と
め
し
た
。

続
い
て
本
願
寺
布
教
使
の
福
間
義

朝
師
の
聖
人
の
願
い
と
御
念
仏
が

一
つ
に
な
る
心
に
染
み
渡
る
御
法

話
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
庫
裏
廊

下
や
境
内
で
は
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
オ

ー
ク
シ
ョ
ン
や
バ
ザ
ー
を
行
い
、
そ

の
売
上
金
は
高
岡
市
内
に
あ
る
障

害
者
福
祉
施
設
に
寄
付
し
た
。
今
回

の
法
要
に
よ
り
、
組
内
に
お
け
る
大

遠
忌
に
向
け
て
の
機
運
は
高
ま
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。 

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
今
後
は
私

た
ち
教
団
が
社
会
の
変
化
に
対
応

し
う
る
施
策
を
提
示
で
き
る
か
が

問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ

る
。 

第十二回 夏休みこども大会 開催 

 

去
る
七
月
二
十
七
日 

(

火)

、
福

岡
町
土
屋
の
珉
照
寺
に
て
「
五
位

組 

第
十
二
回 

夏
休
み
子
ど
も

大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
午

前
九
時
か
ら
組
内
の
小
学
生
を
中

心
と
し
た
子
ど
も
た
ち
が
集
ま

り
、
最
初
は
合
掌
礼
拝
の
仕
方
な

ど
を
学
び
、
続
い
て
「
十
二
礼
」

を
元
気
よ
く
お
勤
め
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
ゲ
ー
ム
や
自
転
車
の

Ｂ
Ｍ
Ｘ
シ
ョ
ー
、
紙
芝
居
（
法
話
）

や
仏
教
讃
歌
の
練
習
と
い
っ
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
大
会
は
進
行
さ
れ
ま

し
た
。 

 

特
に
、
自
転
車
の
Ｂ
Ｍ
Ｘ
シ
ョ

ー
で
は
、
世
界
で
も
活
躍
す
る
ラ

イ
ダ
ー
達
に
来
て
い
た
だ
き
、
世

界
レ
ベ
ル
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
披
露

し
て
く
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

は
間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き
て
、

大
喜
び
で
し
た
。 

ま
た
、
紙
芝
居
（
法
話
）
も
、

子
供
達
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。 

 

五
位
組
の
子
ど
も
大
会
は
毎
年

夏
休
み
期
間
中
に
開
催
さ
れ
、
今

回
で
十
二
回
目
を
数
え
ま
し
た
。

今
後
も
継
続
し
て
い
き
、
五
位
組

内
の
少
年
教
化
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 

 

 

  
 

 

 

自転車のＢＭＸショー 法話の紙芝居 

記念法話 備後教区 福間義朝 師 チャリティオークションの作品 

 

チャリティバザー 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

立
野 

 
 

永
念
寺 

十
月
二
十
日 

 

昼 

二
時 

 

十
月
二
十
一
日 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

二
時 

法
話 

小
矢
部
市
興
法
寺 

立
川 

証 

師 

辻 
 
 
 

西
福
寺 

十
月
十
六
日 

昼 

二
時 

十
月
十
七
日 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

二
時 

法
話 

高
岡
市
伏
木 

 
 

山
名 

一
徳 

師 

四
日
市 

 

浄
明
寺 

十
月
十
四
日 

昼 
二
時 

 
 
 

夜 

七
時 

十
月
十
五
日 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

二
時 

法
話 

射
水
市
市
井 

 
 

公
文
名 

眞 

師 

赤
丸 
 
 

性
宗
寺 

十
月
十
一
日 

昼 

二
時 

 
 

夜 

七
時
三
十
分 

十
月
十
二
日 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

二
時 

法
話 

射
水
市
市
井 

 
 

公
文
名 

眞 

師 

 

石
堤 

 
 

法
善
寺 

九
月
二
十
五
日 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

二
時 

九
月
二
十
六
日 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

二
時 

法
話 

高
岡
市
戸
出 

 
 

林 

要
昭 

師 

※
二
十
六
日
は
祠
堂
経
法
要 

内
島 

 
 

教
願
寺 

十
月
三
十
日 

 

昼 

二
時 

 
 
 

夜 

七
時 

十
月
三
十
一
日 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

二
時 

法
話 

高
岡
市
伏
木 

 
 

山
名 

一
徳 

師 

※
三
十
一
日
は
、
蓮
如
上
人
五
百
回
遠
忌
法
要
及
び 

親
鸞
聖
人
七
百
五
十
回
大
遠
忌
法
要 

佐
加
野 

 

光
明
寺 

十
月
二
十
七
日 

昼 

二
時 

 
 
 

夜 

七
時 

十
月
二
十
八
日 

朝 

九
時
三
十
分 

 

法
話 

高
岡
市
内
島 

 
 

岡
西 

法
英 

師 

本
保 

 
 

本
正
寺 

十
月
二
十
六
日 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

二
時 

法
話 

高
岡
市
内
島 

 
 

岡
西 

法
英 

師 

三
日
市 

 

光
源
寺 

十
月
二
十
二
日 

昼 

二
時 

 

夜 

七
時
三
十
分 

十
月
二
十
三
日 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

二
時 

法
話 

高
岡
市
佐
加
野 

 

磯
原 

孝
雄 

師 

 

報
恩
講
は
、
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
遺

徳
を
た
た
え
、
そ
の
恩
を
報
ず
る
法

要
で
あ
る
。 

親
鸞
聖
人
三
十
三
回
忌
に
際
し
、

報
恩
講
と
名
付
け
ら
れ
て
以
来
、
毎

年
宗
祖
の
ご
命
日
を
縁
と
し
て
、

脈
々
と
営
ま
れ
続
け
て
い
る
。 

親
鸞
聖
人
は
、
阿
弥
陀
如
来
の
本

願
の
教
え
を
明
ら
か
に
さ
れ
、
そ
の

九
十
年
の
ご
生
涯
を
、
念
仏
の
道
ひ

と
す
じ
に
歩
ま
れ
た
。
今
、
私
た
ち

が
、
浄
土
真
宗
の
救
い
の
よ
ろ
こ
び

に
あ
え
た
こ
と
も
、
聖
人
の
ご
苦
労

の
た
ま
も
の
で
あ
る
。 

 

報
恩
講
に
際
し
、
蓮
如
上
人
は
お

示
し
に
な
ら
れ
た
。 

 

す
み
や
か
に
本
願
真
実
の
他
力
信

心
を
と
り
て 

わ
が
身
の
今
度
の
報

土
往
生
を
決
定
せ
し
め
ん
こ
そ 

ま

こ
と
に
聖
人
報
恩
謝
徳
の
懇
志
に
あ

ひ
か
な
う
べ
け
れ 

 

他
力
の
信
心
を
得
て
浄
土
の
往
生

を
決
定
す
る
こ
と
こ
そ
、
親
鸞
聖
人 

の
ご
恩
に
対
す
る
な
に
よ
り
の
報
謝

と
な
る
の
で
あ
る
。 

 「
拝
読 

浄
土
真
宗
の
み
教
え
」
よ
り 

３        2010年（平成 22年）9月１日 五位組だより             第１号 

各
寺
院
の
報
恩
講
の
日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

ど
う
ぞ
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
お
参
り
く
だ
さ
い
。 

※ 

開
催
日
順
に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。 

報 恩 講 ご 案 内 
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発行所 五位組組長事務所 (石堤 長光寺内) / 編集・製作 五位組門徒推進員協議会 

石
堤 

 
 

長
光
寺 

十
一
月
一
日 

昼 

二
時 

十
一
月
二
日 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

二
時 

 

夜 

七
時 

十
一
月
三
日 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

二
時 

法
話 

氷
見
市
布
施 

 

圓
山 

清 

師 

 

中
保 

 
 

善
敎
寺 

十
一
月
三
日 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

二
時 

法
話 

氷
見
市
中
田 

 

清
水 
朗 

師 

 

笹
川 

 
 

廣
済
寺 

十
一
月
五
日 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

二
時 

夜 

七
時 

十
一
月
六
日 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

二
時 

法
話 

高
岡
市
伏
木 

 

山
名 

一
徳 

師 

麻
生
谷 

 

西
光
寺 

十
一
月
七
日 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

二
時 

夜 

七
時 

十
一
月
八
日 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

二
時 

法
話 

福
井
県
福
井
市 

乙
坂 

晃
寿 

師 

 

十
一
月
八
日 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

二
時 

布
教
使 

福
井
県
福
井
市 

 
 

乙
坂 

晃
寿 

氏 

 

上
向
田 
 

浄
永
寺 

十
一
月
十
一
日 

昼 

二
時 

 
 
 

 

十
一
月
十
二
日 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

二
時 

法
話 

氷
見
市
脇 

 
 

寺
西 

良
夫 

師 

  

山
岸 

 
 

珉
照
寺 

十
一
月
十
六
日 

昼 

二
時 

 

夜 

七
時
三
十
分 

十
一
月
十
七
日 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

二
時 

法
話 

高
岡
市
伏
木 

 
 

山
名 

一
徳 

師 

 

舞
谷 

 
 

永
賢
寺 

十
一
月
二
十
三
日 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

二
時 

法
話 

小
矢
部
市
興
法
寺 

立
川 

証 

師 

         2010年（平成 22年）9月１日 五位組だより        第１号    ４ 

蓮
門
会 

テ
ー
マ
『
歎
異
抄
を
学
ぶ
』 

講
師 

岡
西 

法
英 

師 
二
〇
一
〇
年 

十
月
三
日 

十
六
時 

 
 
 
 
 

廣
済
寺 

二
〇
一
一
年 

二
月
十
三
日 

十
五
時 

 
 
 
 
 

珉
照
寺 

 

門門
徒徒
推推
進進
員員
研研
修修
会会  

二
〇
一
〇
年 

十
月
九
日 

二
時 

 
 
 
 
 

珉
照
寺 

講
師 

公
文
名 

眞 

師 

お
斎
等
の
詳
細
つ
い
て
は
、
各
寺
院
に
お
問
い
合 

わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

編 

集 

後 

記 
 

 

 皆
様
に
、
親
し
ま
れ
る
「
五

位
組
だ
よ
り
」
を
こ
の
た
び

発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。 内

容
を
編
集
委
員
一
同
協

議
し
、
豊
富
な
内
容
に
編
集

で
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
ご
多
忙
中
に
関
わ

ら
ず
原
稿
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
ま
し
た
方
々
に
編
集
委
員

一
同
深
く
感
謝
い
た
し
ま

す
。
何
分
初
め
て
の
発
行
で

素
人
編
集
の
た
め
、
ま
と
ま

り
の
な
い
箇
所
も
あ
る
と
存

じ
ま
す
。 

今
後
と
も
、
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。 

◇
◇
◇ 

五
位
組
行
事
予
定 

◇
◇
◇ 

基基
幹幹
運運
動動
研研
修修
会会  

二
〇
一
一
年 

二
月
六
日 

十
五
時 

 
 
 
 
 

長
光
寺 

 

門門
徒徒
総総
代代
研研
修修
会会  

二
〇
一
一
年 

二
月
十
七
日
～
十
八
日 

 
 
 
 

 

場
所
未
定 

 

歴歴
史史
講講
座座  

二
〇
一
一
年 

三
月
六
日 

十
九
時 

長
光
寺 

 

本本
山山
団団
体体
参参
拝拝  

二
〇
一
一
年 

 
( 

平
成
二
十
三
年 

) 

四
月
十
日
～
十
一
日 

申
し
込
み
は
、
十
二
月
末
ま
で 
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